
報 告 書 

 

２０２２年１１月１３日 

 

東京高等裁判所 御中 

 

一審原告訴訟代理人弁護士 児玉晃一 

 

一審原告の心情について、ご報告いたします。 

 

１ 本訴訟提起前、一審原告訴訟代理人弁護士らは、一審原告である W さんのお

母さん及び W さんの弟さんと下記のとおり打ち合わせを行いました。 

記 

(1) 日時 ２０１７年６月１６日金曜日午後６時３０分ころから 

(2) 方法 カメルーンにいる W さんのお母さんと弟さんとＳｋｙｐｅで接続

する方法 

２ カメルーンにいる W さんのお母さんと弟さんとＳｋｙｐｅにより接続した

ところ、音声はややノイズがありましたが映像は鮮明でした。 

W さんの弟さんとは英語で会話をしました。W さんのお母さんは英語がわか

らないため、W さんの弟さんに通訳してもらう形でしたが、W さんのお母さん

は、打ち合わせの最中、ずっと泣いていて、途中から話をすることもできなく

なりました。 

３ W さんの弟さんによると、打ち合わせ当時、W さんが亡くなってから既に３

年が経過していましたが、３年経過した時点でも W さんのお母さんは W さん

が亡くなったことについて深いトラウマを抱えているとのことでした。  

以上  

 


